
メッセージ開封率がネイティブアプリ運⽤時の2倍に伸⻑︕
カネボウ化粧品のLINEミニアプリ活⽤

⽬的

施策

効果

・ユーザーとのオンラインコミュニケーションを強化し、ブランドや商品の世界観を
より⾝近に感じてもらえる施策を打ちたい

・LINEを通じて、いつでも顧客とつながっている状態を実現したい

・「SENSAI」「KANEBO」「LUNASOL」の３つのプレステージブランドで、
LINEミニアプリとLINE公式アカウントを2020年10⽉に導⼊

・ネイティブアプリ「スマイルコネクト」でユーザーに好評だった機能を引き継ぎ、
LINEミニアプリでも利⽤できるようにした

・LINEミニアプリの利⽤開始時「⽣年⽉⽇」「居住エリア」「メッセージ配信の時間」
を選択してもらい、ユーザーにとって快適なオンラインコミュニケーションを実施

・導⼊から6ヵ⽉経過して、LINE公式アカウントのメッセージ開封率はほぼ70％以上、
関連リンクのCTRは10〜15％前後を記録

・LINEミニアプリを利⽤するユーザーデータを基にしたブランド横断型の
統合マーケティングに向けて、サービスの活⽤が進んだ

株式会社カネボウ化粧品

業 種 ︓ファッション・美容・健康
事業概要 ︓化粧品全般の開発、製造、

販売
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株式会社カネボウ化粧品（以下、カネボウ化粧品）は、2020年10⽉より「LINEミニアプリ」の運⽤を開
始し、オフラインを起点にしたアプリの新規登録と、オンラインでのユーザーコミュニケーションの強化
を図ってきました。カネボウ化粧品を管轄する花王株式会社（以下、花王）の中根志功⽒（以下、中根
⽒）とLINEミニアプリ開発を担当した株式会社ゆめみ（以下、ゆめみ）の阿部 勝⽒（以下、阿部⽒）、
提案・導⼊を担当したLINEの兼清俊太郎（以下、兼清）に、取り組みの内容や成果、今後の展望について
話を聞きました。

企 業 紹 介



株式会社カネボウ化粧品
https://www.linebiz.com/jp/

2

ユーザーとの関係強化を
⽬指して、ブランドごと
にLINEミニアプリを導⼊

カネボウ化粧品は美容部員によ
る店舗接客を強みとして、これ
まで全国の百貨店や総合スー
パーに店舗を中⼼に展開してき
ました。2017年には、肌のお⼿
⼊れ⽅法や商品の効果的な使い
⽅などの情報を配信するネイ
ティブアプリ「スマイルコネク
ト」を提供開始。さらに、スマ
イルコネクトを店頭顧客システ
ムと連携することで、商品の購
⼊履歴や店舗で測定した肌の状
態などのパーソナルデータを、
ユーザーがアプリ上で閲覧でき
るようにしました。

「これまでスマイルコネクトを
通じてお客さまとコミュニケー
ションを図りながら、肌の悩み
を解決するお⼿伝いをしてきま

した。2020年春以降、コロナ禍
で来店が制限されるようになる
と、お客さまとオンラインで
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兼清俊太郎

接点が持てる価値が顕在化する
とともに、そのつながりを強化
し、ブランドや商品の世界観を
より⾝近に感じていただけるよ
うな施策が社内で求められるよ
うになりました。そこで2020年
10⽉、『SENSAI』
『KANEBO』『LUNASOL』の３
つのプレステージブランドで、
LINEミニアプリを導⼊したので
す」（中根⽒）

LINEミニアプリはアプリストア
からのダウンロードが不要で、
ユーザーはLINE上などからアプ
リを起動して、さまざまな機能
を⼿軽に利⽤できるのが⼤きな
特⻑です。カネボウ化粧品の場
合、「購⼊履歴」「店頭肌測定
結果」「マイストア情報」「会
員証」など、スマイルコネクト
で好評だったサービスをLINE

ミニアプリにも実装し、ユー
ザーに提供しています。

「ネイティブアプリを新たに開
発し、多くのユーザーにインス
トールしてもらうには膨⼤なコ
ストを要します。しかし、⽉間
利⽤者数8,800万⼈（2021年3
⽉時点）を誇り、コミュニケー
ションのインフラとなっている
LINEを活⽤すれば、ネイティブ
アプリと遜⾊ないWebアプリ
ケーションをユーザーに効率良
く提供できると考えました」
（中根⽒）

ユーザーの快適さを追求
したサービス設計で⾼い
メッセージ開封率を実現

カネボウ化粧品は、店舗に設置
されたPOPのQRコードから、
ユーザーにLINEミニアプリの登
録を促しています。登録後、
ユーザーは会員証などの機能を
その⽇から利⽤することができ
ます。こうした設計について、
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同社のLINEミニアプリ導⼊をサ
ポートしたLINEの兼清は次のよ
うに語ります。

「LINEミニアプリは、ユーザー
の『初回利⽤』に圧倒的に強い
サービスだと⾃負しています。
⼀般的なアプリを登録する際、
アプリストアでのダウンロード
やメールアドレスを⼊⼒すると
いった作業を⾯倒に思うユー
ザーは多いはずです。⼀⽅、
LINEミニアプリはワンタップで
さまざまな機能が利⽤できるた
め、ユーザーにとっては利⽤開

始まで時間をかけることがな
く、店舗スタッフにとっては登
録を勧める際の⼼理的ハードル
が低くなる。これは、双⽅に
とって⼤きなメリットだと思い
ます」（兼清）

また、カネボウ化粧品はLINEミ
ニアプリ導⼊に合わせて、ブラ
ンドごとにLINE公式アカウント
を開設。LINEミニアプリの登録
時、⾃動的にLINE公式アカウン
トが友だち追加される仕様と
なっています。

ユーザーにとって快適なオンラ
インコミュニケーションを⽬指

して、LINEミニアプリの利⽤開
始時、「⽣年⽉⽇」「居住エリ
ア」「メッセージ配信の時間」
の3項⽬についてアンケートを提
⽰しています。これらの回答や
アプリ上に蓄積されたユーザー
データを活⽤して、LINE公式ア
カウントからユーザーの誕⽣⽇
にメッセージを配信したり、購
⼊履歴をを基に商品をリコメン
ドしたりするなどのOne to One
コミュニケーションを⾏ってい
ます。

2020年10⽉のサービス導⼊から

約半年、ユーザーの快適さを

追求したサービス運⽤を続けた
結果、LINE公式アカウントの
メッセージ開封率は⾼いもので
70％以上、関連リンクのCTR
（クリック率）は10〜15％前後
を記録（同社調べ）。花王の中
根⽒は「スマイルコネクトのみ
で運⽤していた時と⽐較して、
約2倍の効果が出ている」と⼿応
えを語ります。

また、同社が実施したアンケー
ト（2020年12⽉実施/ LINEミ
ニアプリとスマイルコネクトの
利⽤者が対象/サンプル数

2,965）では、「LINEですぐ
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利⽤できて使いやすい」「会員
カードを持ち歩く必要がなく
なった」「キャンペーンや新商
品などの情報がいち早く⼊って
くるので助かる」など、LINEミ
ニアプリに関する好意的な
フィードバックが寄せられてい
るといいます。

ブランド横断型のマーケ
ティングを可能にする、
LINEのデータ活⽤

カネボウ化粧品の取り組みを受
けて、兼清はLINEミニアプリの
活⽤で得られる価値について次
のように話します。

「昨今はサードパーティー
Cookieの規制により、Web上に
おけるユーザーの⾏動データを
活⽤した従来のデジタルマーケ
ティングが難しくなっています。
そんな中、カネボウ化粧品さま
のように、ブランドごとにLINE
ミニアプリを提供し、LINEの
ユーザーIDを共通利⽤すること
で、ブランドを横断してユニー
クにユーザー⾏動を把握するこ
とができます。LINEのユーザー
IDを活⽤したブランド横断型の
統合マーケティングは、今後、

企業さまにとって⼤きな武器に
なると確信しています」（兼
清）

カネボウ化粧品のLINEミニアプ
リ開発を担当したゆめみの阿部
⽒は、今回のプロジェクトにつ
いて次のように振り返ります。

「弊社はDX Program with 
AWSにおけるパートナー企業で
あり、アマゾンウェブサービス
（AWS*）を活⽤したシステム
構築を得意としております。ス
マイルコネクトやカネボウ化粧
品の店頭顧客システムとの連携
には多少の時間がかかりました
が、中根さんの意思決定が早い
こともあり、開発や実装はス
ムーズに進んだと思います。ま
た、LINEにはオープンソースの
APIが多数あるので、コストを抑
えつつスピーディーかつ柔軟な
アプリケーションの開発が可能
です。今回のプロジェクトで得
られた知⾒を、他ブランドにも
積極的に展開していければと考
えています」（阿部⽒）

*アマゾン ウェブ サービス、
Amazon Web Services、およびAWSは、
⽶国および/またはその他の諸国における、
Amazon.com, Inc.またはその関連会社の
商標です

最後に、LINEミニアプリを活⽤
したマーケティング施策につい
て中根⽒が総括します。

「先ほど兼清さんもおっしゃっ
ていましたが、LINE公式アカウ
ントを友だち追加いただいた
ユーザーのLINEアカウントと、
弊社が保有する顧客データを連
携するなどして、さらなる顧客
理解やカスタマーサクセスにつ
なげることもできます。国内
メーカーがデジタルマーケティ
ングやDXに取り組む際、LINEを
軸に据えるのは有効な⽅法の⼀
つです。

最後に、LINEミニアプリはたい
へんフレキシブルなサービスで
す。ユーザーが求める機能開発
を柔軟に⾏えるので、多くの企
業にとって導⼊効果が⾒込める
のではないでしょうか。今後も、
店舗・EC・そしてユーザーに
とって“三⽅よし”のサービスを、
LINEミニアプリを通じて提供し
ていきたいと思います」（中根
⽒）
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